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⏦ㄳ⪅Ặ名 ᮡ原弘基 

ㄽᩥ名 Heavy-fermion in a mono-atomic layer YbCu2/Cu(111) 

国㝿会㆟名 強┦㛵㟁子⣔国㝿会㆟ 㸦SCES 2023㸧 

㛤催地 㡑国 インチョン 

参加ᮇ᪥ 2023年 7᭶ 2᪥– 7᭶ 7᪥ 

参加┠ⓗ㸸 
当学会への参加は、ᡃ々が⾜った二ḟ元㔜い㟁子≧態を♧す単原子層≀㉁の作〇という

Ⓨぢを強┦㛵㟁子⣔≀⌮学の大つᶍな国㝿会㆟であるᮏ会㆟でⓎ⾲することで、強┦㛵㟁

子⣔≀⌮学のⓎ展に㈉⊩することに加えて、今後の◊✲を㐍める上で㔜せとなる▱ぢを得

るためである。 

会㆟の≧況㸸 
ᮏ会㆟は 6᪥㛫全て⌧地で㛤催され、ポスターⓎ⾲を含め合ィで⣙ 711件のㅮ₇があり、

㠀常に多くの参加⪅がάⓎに㆟ㄽを⾜っていた。また、ポスターⓎ⾲ではⱝᡭ◊✲⪅に対

してⓎ⾲㈹がタけられたためか学⏕の参加⪅も多くぢ受けられた。コロナによるΏ⯟つ制

がほぼ᧔回された後初めての対㠃での国㝿会㆟であったため、全体を㏻して┒ἣであった。 

成果概せ㸸 
ᮏ会㆟において、⚾は単原子層合㔠 YbCu2/Cu(111)における㔜い㟁子≧態についてポス

ターⓎ⾲を⾜った。具体ⓗには YbCu2/Cu(111)単原子層合㔠の作〇とゅ度分ゎ光㟁子分光
ἲを⏝いた㟁子≧態のほ を⾜い、二ḟ元の㔜い㟁子≧態を♧す単原子層合㔠の初の作〇

成功例であるⅬを強ㄪした。Ⓨ⾲では 3 ⤌⛬のᾏ外の◊✲⪅を含め多くの᪉が⫈きに᮶て
下さり、ᵝ々な㉁問やᣦ᦬を㡬いた。Ⓨ⾲を㏻して⮬分の⌮ゎが㊊りないⅬや勉強不㊊な

Ⅼ➼Ẽ付かさるⅬが多々あり、大変勉強になった。また、学会中の会㣗などで多くの◊✲

⪅の᪉や同じ学⏕の᪉々と◊✲以外のヰについても情報交᥮ができたのは、◊✲において

だけではなく、今後を⪃える上でとても᭷意⩏であった。 
学会参加を㏻して、⮬分のⓎ⾲だけではなく他のⓎ⾲を⪺いたり情報交᥮をしたり➼、

対㠃の学会ならではの得㞴い⤒㦂をすることができた。 
᭱後になりましたが、まき㡬᥼ᨭごを加参のへ㆟会㝿国ᮏはにᵝ㔠基᭶ᮃ団㈈念グ川‮

したこと、この場を借りて厚く御♩⏦し上げます。 
 


